
　しかしながら、小選挙区289、比例代表176、合計465の議席をめ
ぐる選挙結果は、自民261、公明32、維新41、国民民主11で合わせて
345議席、「野党共闘」勢力は、立憲民主96、共産10、社民1、れいわ3
で合わせて110議席、無所属10議席である。自民党への批判票は自
民補完勢力である維新へと流れ、維新はまさかの約4 倍増。言い換え
れば、改憲勢力が改憲発議可能な3分の2＝310 議席を大きく上回
る345議席を獲得したことにもなった。
　岸田総理が掲げる「新しい資本主義」とは一体何か。これまでのア
ベ政治を総括しているかにみせてはいるが、内実は、隠ぺい・改ざん
が常態化する一握りの強者のための政治、これまでの新自由主義、ア
ベノミクスの矛盾と失敗を塗り替えた看板の掛け替えに過ぎない
ではないか。「グリーンリカバリー」政策に逆行する原発温存にくわ
えて、改憲論議の今後にも目が離せない岸田自公政権が本格スター
トする。
　私たちは、地方政治に責任を持つものとして、まずコロナ禍でダ
メージを受けた人々への再配分政策の今後に焦点をあて、国政への
提案を続けます。
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　10 月 31日、第 49 回衆議院議員選挙が執行された。投票率は
55.93％。前回の衆議院選挙より2ポイント程上回ったものの、戦後3
番目に低い結果に終わった。
　東京・生活者ネットワークは今回の総選挙をローカルから政治を
変えるチャンスととらえ、2021衆院選取り組み方針に基づき、立憲
民主党公認候補19人を推薦、応援態勢で臨んだ（政策協定は次の５
項目①憲法にのっとり平和・国民主権・基本的人権を尊重する②地
域主権を確立する③社会保障を充実させる④原発ゼロ、省エネ・再
エネ政策を推進する⑤国会議員の女性比率５割をめざす）。
■東京・生活者ネットワーク推薦候補選挙結果（敬称略）
東京1区・海江田万里・前・当選（比例復活）／ 2区・松尾明弘・前・落
選／ 3区・松原仁・前・当選／ 5区・手塚仁雄・前・当選／ 6区・落合貴之・
前・当選／ 7区・長妻昭・前・当選／ 8区・吉田晴美・新・当選／ 9区・山
岸一生・新・当選／ 10区・鈴木庸介・新・当選（比例復活）／ 11区・阿
久津幸彦・前・落選／ 13区・北條智彦・新・落選／ 14区・木村剛司・元・
落選／ 15区・井戸正枝・元・落選／ 16区・水野素子・新・落選／ 18区・
菅直人・前・当選／ 19区・末松義規・前・当選／ 21区・大河原雅子・前・
当選（比例復活）／ 23区・伊藤俊輔・前・当選（比例復活）／ 25区・島
田幸成・新・落選
　岸田自公政権NO ！　命と暮らしを守るための政治への転換を！
生活者ネットワークは推薦候補を支えるべく、各地で、国民・市民の
ための政権、野党による政権誕生を、と大きく声をあげ、東京選挙区
では一定の結果を見ることとなった。とくに東京21区では、元東京・
生活者ネットワーク都議会議員（3期10年）でもある大河原まさこ候
補を応援。この3月突然の脳出血に見舞われ、中途障がい者となった
大河原候補は、これまで力を入れてきた環境・福祉優先、子ども・ジェ
ンダー平等政策推進に加え、高齢になっても障がいがあっても誰も
がその人らしく、共に生きる社会を実現することこそが私の使命！　
と力強く訴え、自民党候補に肉薄。東京比例での勝利を勝ちとった。

2
0
2
1
衆
院
選

大
河
原
ま
さ
こ
さ
ん
東
京
比
例
で
当
選
！

立
憲
民
主  

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
で
12
人
当
選

大河原まさこ候補最終日の訴えに集まった生活者ネットの仲間たちと。2021年10月30日・
立川駅南デッキ

数
で
採
択
さ
れ
た
。私
、
白
井
な
お
こ

は
紹
介
議
員
と
し
て
活
動
す
る
と
と

も
に
、
議
会
後
は
請
願
者
自
身
に
よ
る

L
G
B
T
Q
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催

し
た
。

制
度
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に

大
切
な
の
は
理
解
を
深
め
る
こ
と

　

制
度
が
導
入
さ
れ
た
自
治
体
で
は
、

実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。申
請
件
数
に
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、
ゼ
ロ
と
い
う
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
と
い
う
。制
度
の
内
容
、
周
知
、
社

会
的
な
理
解
と
、
三
位
一
体
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。日
野
市
に
お
い
て

は
、
必
要
と
す
る
人
に
十
分
に
活
用
さ

れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　

日
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

30
周
年
事
業
と
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か

る
た
」
を
制
作
し
た
。多
様
な
性
に
関
す

る
読
み
札
は
複
数
あ
る
が
、「
夢
じ
ゃ

な
い　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の　

世
の

中
へ
」こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
国
が
動

か
ね
ば
法
律
は
変
わ
ら
な
い
。地
方
自

治
体
が
そ
れ
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
る
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

は
L
G
B
T
Q
と
い
う
「
特
別
な
ひ
と
」

の
た
め
に
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
。そ
も

そ
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
、ひ
い
て
は
家
族

と
は
何
か
―
―
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
見
つ
め
直
す

機
会
と
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
家
族
の

あ
り
方
を
認
め
応
援
し
あ
う
社
会
を
築

い
て
い
き
た
い
。

日
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

　
白
井
な
お
こ

定
と
い
う
方
向
で
、
2
0
2
2
年
12
月

制
定
を
め
ざ
し
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
す
で
に
制
度
を
導
入
し
た
自
治

体
等
が
加
盟
す
る
協
議
会
に
参
加
す
る

一
方
、
多
摩
地
域
の
情
報
交
換
会
を
立

ち
上
げ
た
と
い
う
か
ら
、
担
当
課
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

2
0
1
8
年
か
ら
は
L
G
B
T
Q

当
事
者
ら
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
「
虹
友
カ
フ
ェ
」
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
向
け
の

講
座
を
開
催
し
理
解
促
進
に
努
め
て
い

る
。ま
た
、
日
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
求
め
て
き
た
教
職
員
研
修
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。研
修
を
終
え
た
職
員
に

は
「
L
G
B
T
Q
フ
レ
ン
ド
リ
ー
バ
ッ

ジ
」
が
渡
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
土

台
づ
く
り
に
時
間
を
か
け
て
い
る
の
が

日
野
市
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。

　

2
0
2
0
年
、日
野
市
議
会
に「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を
求
め
る

請
願
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
と

な
っ
た
。請
願
者
は
、
自
治
体
が
制
度
を

策
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
あ
り
の
ま

ま
で
い
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
意
義
に
つ
い
て
訴
え
、
賛
成
多

多
様
な
性
と
新
し
い
家
族
の
あ

り
方
を
認
め
合
う
ま
ち
へ

　

日
野
市
に
お
い
て
は
、ま
ず
は
制
度
検

討
を
進
め
る
組
織
と
し
て
、
約
２
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て
、
今
年
４
月
に「
男

女
平
等
課
」
を
「
平
和
と
人
権
課
」
に
改

め
た
。男
女
と
い
う
二
元
化
で
は
括
り
き

れ
な
い
多
様
な
性
を
、そ
の
土
台
と
な
る

▲同性カップル等の婚姻に相当する関係を認めるパートナーシップ制度策
定にむけて検討が進む日野市。当事者団体と市が協力して作成した啓発パ
ンフレットを手に、日野・生活者ネットワーク市議会議員の白井なおこ

▲性の多様性について学び理解するための教職員研修が実現。研修を終え
た職員に付与される「LGBTQフレンドリーバッジ」

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に

日
野
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ
制
度
策
定
に
向
け
て
検
討
開
始
！

　
先
の
衆
院
選
挙
で
も
L
G
B
T
Q
に
関
す
る
政
策
は
争
点
の
ひ
と
つ
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
議
論
が
深
ま
っ
た

と
は
言
い
難
い
。国
で
は
今
年
、
L
G
B
T
Q
理
解
促
進
法
案
が
見
送
ら
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
見
直
し
が

図
ら
れ
る
の
か
注
視
が
必
要
だ
。一
方
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
等
の
婚
姻
に
相
当
す
る
関
係

を
認
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
2
0
1
5
年
の
渋
谷
区
、
世
田
谷
区
を
皮
切
り
に
、
今
年
10

月
11
日
現
在
で
導
入
自
治
体
は
1
3
0
に
上
り
、
こ
こ
日
野
市
で
も
同
制
度
の
策
定
に
向
け
て
検
討
が
本
格
化

し
て
い
る
。し
か
し
、条
例
や
規
則
、要
綱
な
ど
そ
の
位
置
づ
け
や
内
容
は
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
の
が
現
状
だ
。

「
人
権
」の
観
点
か
ら
包
括
的
に
見
直
し
、

庁
内
の
人
権
施
策
の
司
令
塔
の
役
割
を

担
う
の
が
狙
い
で
あ
る
と
い
う
。

　

検
討
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
支

援
者
・
当
事
者
・
有
識
者
か
ら
な
る
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
当
事
者
と
の
意
見

交
換
会
や
庁
内
会
議
体
か
ら
も
意
見
聴

取
す
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。男

女
平
等
基
本
条
例
及
び
施
行
規
則
の
改

地域ネット

江戸川ネット
ひとみとみつえと井戸端会議
12月16日（木）20：00 ～ 21：00（毎月第3木曜日）
Zoom　区議会議員の伊藤ひとみ・本西みつ
えとの お 話し会　https://semican.net/event/
SC190372/spsgua.html　 03-5607-5975

練馬ネット
オンライントークカフェ
12月17日（金）14：00 ～ 15：00　 Zoom 　区
議会議員のきみがき圭子・やない克子から練馬
区議会第四回定例会報告、区政のあれこれ
申し込 みしめ きり：12 月 16 日　 申し込 み　
yanai@nerima-net.gr.jp　 03-3993-4899

武蔵野ネット
脱原発と平和を求める市民デモ第 102 回
12月19日（日）13：30　武蔵野プレイス前ふれ
あい公園集合（JR 武蔵境駅南口）　主催：脱原
発と平和を武蔵野市からすすめる市民の会　
0422-36-3767

清瀬ネット
生活のお困りごと、ご相談ください
12月19日（日）14：00 ～ 16：00（毎月第 3日曜
日）　清瀬・生活者ネットワーク事務所（清瀬市
元町 1-7-21クルトーア 201）　家計相談員が対
応します　042-494-8720

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
1月9日（日）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口（西
武池袋線・大江戸線）　主催：生活者ネット９条
の会　03-3993-4899

杉並ネット
使い終わった食用油の回収
使い終わった食用油を回収して精製すれば、
エコな燃料になります。受付：平日の 11：00 ～
17：00　回収ステーション：杉並・生活者ネット
ワーク事務所（杉並区阿佐谷南 1-15-6 和久井
ビル 2 階／南阿佐ヶ谷駅）　03-5377-5080

都議会ネット
■都議会第 4 回定例会の開催：11月30日～ 12
月15日。代表質問：12月7日（火 )、一般質問：12
月8日（水 )。
■各党 2022 年度予算要望提出：12月23日。
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生
き
に
く
い
〈
当
事
者
〉
の

社
会
的
登
場
こ
そ

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
に
頼
ま
れ
れ
ば
飛
ん
で

い
く
堀
利
和
さ
ん
（
視
覚
障
害
者
初
の
元

参
議
院
議
員
）が
昨
年
暮
れ
、
若
き
世
代
の

一
橋
大
学
の
若
者
を
世
に
登
場
さ
せ
る
べ

く
、
学
士
論
文
に
加
筆
修
正
し
て
出
し
た

の
が
『
重
度
障
害
者
が
国
会
の
扉
を
ひ
ら

く
！
』（
社
会
評
論
社
）で
す
。上
保
晃
平
の

「
障
害
は
政
治
的
な
こ
と
―
―
社
会
モ
デ

ル
と
当
事
者
参
画
」
に
始
ま
る
6
章
と
序

章
・
終
章
か
ら
な
る
こ
の
本
は
、
個
人
的
な

も
の
か
ら
社
会
的
な
も
の
へ
、
そ
し
て
政
治

的
な
も
の
に
変
じ
て
い
く
流
れ
が
一
望
で
き

ま
す
。

　

上
野
千
鶴
子
が『
当
事
者
主
権
』を
出
し

た
の
は
2
0
0
3
年
。障
害
者
・
女
性
・
高

齢
者
・
子
ど
も
・
不
登
校
者
・
患
者
な
ど
社
会

的
な
弱
者
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、生

活
者
ネ
ッ
ト
は
そ
れ
に
先
立
つ
1
9
7
7

年
、
家
事
労
働
の
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
の
な
か

か
ら
「
生
き
方
を
変
え
よ
う
！
」
に
始
ま
っ

て
い
る
。

　

東
京
に
は
、
施
設
か
ら
地
域
へ
の
三
井
絹

子
の
「
闘
い
」
が
こ
の
本
の
中
で
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
中
か
ら
木
村
英
子
が
登
場
し

た
。
れ
い
わ
新
選
組
の
山
本
太
郎
が
参
院

選
の「
特
定
枠
」
制
度
を
活
用
し
て
舩
後
靖

彦
と
重
度
障
碍
者
の
当
事
者
を
二
人
国
会

に
送
っ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。そ

れ
を
支
え
る
地
域
の
社
会
運
動
、
文
化
運

動
な
ど
も
多
彩
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
回
答
は
明
白
で
あ
る
。
支
援

型
の
上
か
ら
目
線
に
代
わ
る
「
共
に
」
の
苦

労
を
明
る
く
踏
み
し
め
る
こ
と
。先
に
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
7
団
体
で
つ
く
る

「
と
も
っ
と
事
業
体
」
が
開
い
た
「
誰
も
が

地
域
で
働
き
．暮
ら
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
議
論

を
政
策
化
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
池
田
敦

子
さ
ん
が
起
こ
さ
れ
た
、
高
次
脳
機
能
障

害
が
あ
っ
て
も
人
生
を
あ
き
ら
め
ず
に
希

望
を
も
っ
て
働
く
場
を
つ
く
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

タ
ー
ト
目
白
の
報
告
と
、
対
等
な
関
係
を

め
ざ
し
て
「
共
に
働
く
」
あ
し
た
や
共
働
企

画
の
実
践
事
例
か
ら
学
び
、
日
本
型
の
社

会
的
企
業
や
社
会
的
協
同
組
合
を
東
京
の

中
に
つ
く
り
出
す
協
働
作
業
に
向
か
っ
て
進

も
う
。

柏
井
宏
之（
共
同
連
運
営
委
員
）

『
重
度
障
害
者
が
国
会
の
扉
を
ひ
ら

く
！
―
―
木
村
英
子
・
舩
後
靖
彦
の

議
会
参
加
を
め
ぐ
っ
て
』

上
保
晃
平 

（
著
）、 

堀 

利
和 

（
監
修
）

／
社
会
評
論
社

定
価
：
1
8
7
0
円

　
11
月
7
日
投
票
、
8
日
開
票
で
行

わ
れ
た
葛
飾
区
議
会
議
員
選
挙
で
、

葛
飾
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新

人
・
沼
田
た
か
子
は
、
2
8
7
7
票

を
獲
得
し
、
28
位
で
当
選
し
ま
し

た
。葛
飾
区
議
選
は
、
10
月
31
日
に

告
示
さ
れ
、
定
数
40
の
と
こ
ろ
、
60

人
が
立
候
補
す
る
大
激
戦
と
な
り

ま
し
た
。

●
葛
飾
に
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
、
都
議
会
議
員

選
挙
、
衆
議
院
選
挙
と
続
き
、
活
動

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
不
安
な
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
議
席

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

多
く
の
方
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ

の
結
果
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
の
設
立
か
ら
8
年
。あ

き
ら
め
ず
に
活
動
を
続
け
て
き
た

か
ら
こ
そ
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

拠
点
と
な
る
事
務
所
も
で
き
、
こ
れ

か
ら
沼
田
た
か
子
と
と
も
に
地
域

に
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
民

政
治
を
広
げ
て
い
く
所
存
で
す
。葛

飾
発
！
安
心
・
共
生
・
自
治
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

葛
飾
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

　
渋
谷
恵
美
子

●
区
政
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決
意

し
て
以
来
、「
訪
問
看
護
師
と
し
て

在
宅
介
護
・
医
療
の
現
場
を
見
て
き

た
。当
事
者
の
声
を
区
政
に
届
け

て
、
実
態
に
あ
っ
た
制
度
や
し
く
み

酸
化
炭
素
）
の
約
3
0
0
倍
の
温
室
効

果
で
あ
り
、排
出
削
減
が
急
が
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
下
水
処
理
で
発
生
す
る
メ
タ

ン
ガ
ス
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

も
含
め
て
、
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
や
す
べ
き
で
す
。

　

都
が
自
ら
の
事
業
で
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
や
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ

な
ど
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
よ
う
求
め
て

い
き
ま
す
。

玉
川
上
水
の
保
全
は
生
物
多
様
性

の
視
点
で

　

玉
川
上
水
は
、
水
と
緑
が
織
り
な
す

景
観
軸
で
あ
り
、
武
蔵
野
の
自
然
が
残

る
貴
重
な
場
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。現
在
東
京
都
で
は
生
物

多
様
性
地
域
戦
略
を
策
定
中
で
す
が
、

S
D
G
s
の
観
点
で
持
続
可
能
な
東
京

を
展
望
す
る
う
え
で
も
、
玉
川
上
水
の

管
理
に
生
物
多
様
性
の
視
点
は
重
要
で

す
。

　

し
か
し
、地
域
住
民
や
観
察
・
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
か
ら
最
近

樹
木
の
伐
採
が
多
す
ぎ
る
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
直
近
10
年
間
で
約

2
万
5
千
本
も
の
木
が
伐
採
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
ま
し
た
。

　

玉
川
上
水
は
水
道
局
だ
け
で
な
く
建

設
局
や
環
境
局
、
教
育
庁
な
ど
い
く
つ

も
の
局
が
関
係
し
て
い
ま
す
。関
係
部

署
の
横
断
的
な
情
報
交
換
を
密
に
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成

を
得
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
、
生
物
多
様

性
に
配
慮
し
て
整
備
、
管
理
す
る
方
針

を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

待ったなしの気候危機対策
持続可能な地球を次世代に
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

C
O
P 

26
は
1
・
5
℃
を
め
ざ
す
合

意
が
さ
れ
閉
幕
し
ま
し
た
。世
界
各
地

で「
世
界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
1
1
0
6
」

が
行
わ
れ
、
若
者
を
中
心
に
気
候
危
機

へ
の
対
応
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
を
消
費
す

る
東
京
都
こ
そ
が
先
頭
に
立
ち
、
温
暖

化
へ
の
取
り
組
み
を
力
強
く
牽
引
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
0
3
0
年
温
室
効
果
ガ
ス
50
％

削
減
は
ま
ず
都
庁
か
ら

　

小
池
知
事
は
、
第
３
回
定
例
会
で
新

築
建
築
物
へ
の
太
陽
光
発
電
設
置
の
義

務
付
け
を
表
明
し
、
制
度
づ
く
り
に
向

け
て
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。民
間
の

建
物
へ
の
設
置
は
重
要
で
す
が
、
ま
ず

は
都
と
し
て
民
間
の
手
本
と
な
る
よ
う

公
共
施
設
に
設
置
す
べ
き
で
す
。

　

私
の
所
属
す
る
公
営
企
業
委
員
会
で

も
、
水
道
局
と
下
水
道
局
を
あ
わ
せ
る

と
都
内
全
体
の
2
%
と
い
う
大
量
の

電
力
を
消
費
し
て
お
り
、
気
候
危
機
対

策
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。浄
水
場

や
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
広
い
敷

地
・
建
物
で
、新
た
に
太
陽
光
発
電
を
設

置
で
き
る
場
所
の
確
保
や
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
観
点
か
ら
は
、
下
水
の
汚

泥
の
燃
焼
処
理
工
程
で
発
生
す
る

N
2
O（
一
酸
化
二
窒
素
）は
、C
O
2（
二

世界気候危機アクション1106の前日、都庁から都議会議員有志でフォト
アクションに参加。11月5日

編集後記／ 2021 年、前半は小金井市議選、都議選、国分寺市議補欠選、後半は衆院選、葛飾区議選にむ
けての活動に取り組んだ。都議選は 1勝 2敗の痛恨の結果に。葛飾区議選では、8年越しの議席がかなった。
長らく生活者ネットを熱を込めて応援してくださった、大江正章さんが昨年 12月に亡くなり、この 12月18日
に偲ぶ会がオンラインで開かれる。来る2022 年は、2月の日野と町田の市議選、6月の立川市議選をはじめ、
いくつかの選挙が予定されている。一つ一つの議席を確保し、政策実現をめざします。（上坂）

葛飾区議会議員選挙結果
2021 年 11 月 7 日投票・8 日開票　投票率：44.03％

候補者名 現・新 当・落 順位 定数 候補者数 得票数

沼
ぬま

田
た

貴
たか

子
こ

新 当 28 位 40 60 2877

葛
飾
区
議
選

沼
田
た
か
子 

28
位
当
選
！

の
提
案
で
困
り
ご
と
を
解
決
し
て

い
き
た
い
。病
気
や
障
が
い
が
あ
っ

て
も
高
齢
に
な
っ
て
も
、
誰
も
が

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
た
い
」

と
、
訴
え
て
き
ま
し
た
。葛
飾
区
民

2
8
7
7
人
の
思
い
を
託
し
て
い

た
だ
き
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
こ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
！

　

決
意
を
新
た
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

葛
飾
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
議
会
議
員
　
沼
田
た
か
子

　立川・生活者ネット
ワークは、来年6月に
行われる立川市議会議
員選挙にむけて、新人・
阿部美砂の擁立を決定
しました。

2
0
2
2
年
６
月

立
川
市
議
選
に
む
け
て

あべ みさ
阿部・美砂

■ 1971 山口県徳山市 ( 現・周
南市 ) 生まれ。山口県下関市で

育つ■ 89 下関市立下関商業高校
卒。福岡中央銀行入行■ 93 ～ 94 韓国

に語学留学。延世大語学堂、梨花女子大語学堂に在籍
■ 94 ～夫の転勤に伴い、札幌市・港区・国分寺市・釧路市・
国立市で過ごす■ 2002 産能短大卒■ 09 国分寺で生活
クラブ生協に加入。食の安全、リユースビンや石けんを
使う環境にやさしい生活に目覚める■ 15 生活クラブ東
京 50 周年まつり実行委員、まち国立まち委員■ 20 立川
市に転居■ 21 多摩きた生活クラブ監事。国
に「再生可能エネルギーの割合を高める意
見書提出を求める陳情」を陳情代表者とし
て立川市議会に提出●家族：夫　１男 2 女


